
Meeting Memo

	日付
	[bookmark: _GoBack]2015/04/06

	時間
	10:00-11:00

	場所
	JICA Vietnam Office

	参加者
	JICA	：橋本氏

	
	NK	：前田、徳丸

	協議内容
	以下参照



Items Discussed

	1. D/D進捗

JICAにD/D進捗状況を報告。
・Draft D/D (Rev.0)：Appraisal Consultant協議用→提出完了
・Draft D/D (Rev.1)：Appraisal Consultantコメント反映後MOT協議用→提出完了
・現在はMOTとの協議中
・MOTコメントを反映したFinal D/D (Rev.2)の提出は4月末を想定

2. Construction Cost Estimate

JICAにConstruction Cost Estimate (Rev.1)の現状について説明。
・JICA M/D時よりVND換算で33.9%(約11070億VND)、JPY換算で26.4% (約40億円)建設費が下がっている。(不十分なベトナムの歩掛、労務単価・材料価格等の低下、数量の変更が主な原因)
・夜間作業を考慮した労務単価および、歩掛の不足を修正した鋼橋建設費を反映させた場合、現状のConstruction Cost Estimate (Rev.1)からVND換算で564億VND、JPY換算で2.9億円増額となると想定される。
【JICAコメント】
・今回のCost EstimateとBidding Priceとの乖離が懸念される。
・M/Dから下がった原因として一番割合が大きいものは何か？それが把握できれば安全を期してその項目を割り増しておく等の対応ができると思われる。
・労務単価、杭の数量減が原因だとしても、M/D時から約40億円も下がらないと考えられる。
・RR3先行区間との比較をしてみてはどうか。
【コンサル回答】
・建設費が下がった主な原因としてベトナム歩掛の適用が考えられるが、どの歩掛の影響が一番大きいのか特定することは難しい。
・ベトナムの積算基準に従っているため、一部のみ積算方法を変更するという対応は取れない。
・先行区間とは杭の本数・深さや、施工状況も異なるため一概には比較できない。
・Final D/D作成の際に精査し、再度最終結果について報告する。

3. South Thang Long IC

4/1にハノイDOT、PMUTL、MOT、その他関係機関を交えたミーティングが開催された旨を報告。
・現状としてD/Dでは設計変更は行わず、施工段階にて施工業者のProvisional Sumとして費用を計上する方針。

4. 回転鋼管杭について

JICAに、PMUTL/MOT内部で回転鋼管杭を減らしたいとの意見が上がっている旨を報告。
・今回のD/DでF/S時よりも回転鋼管杭の数は減らしている(126本,約30%減)が、PMUTLよりさらに減らしたいとの相談を受けた。
・本相談の背景として、Hoang Minh Giamにて回転鋼管杭を施工した際に1)施工時間が長い2)杭内部の土砂掘削が必要など、施工上の問題が生じた事が挙げられる。
・上記に関しPMUTL/MOTは詳細な原因を考慮せず、デメリットのみに着目していると思われる。
・PMUTLには、MOTから回転鋼管杭の数量変更指示がレターとして出される前に、PMUTL/MOTでJICAに相談するよう進言した。

5. P/Q評価結果について

PMUTLより、JICAに正式にP/Q評価結果を提出する前に、中国業者(CBRC)を失格とする理由・方法について事前に意向を伺って欲しいとの依頼を受けた旨を報告。
【JICAコメント】
・JICAとしては、JICAの判断基準に則り判断するだけであり恣意的な決断を下すことは難しい。
・ベトナム側で『ベトナムの法律に則り、○○という理由で失格とする』という判断を下せるのであれば、JICAとしてその判断をフォローすることは可能。




